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や
ま
な
し
ブ
ラ
ン
ド

　

都
留
市
の
谷
村
は
、
か
つ
て
富

士
・
東
部
地
域
の
織
物
産
業
（
以

下
、「
山
梨
産
地
」
と
い
う
。）
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
の
面
影
が
残
る
都
留
市
商

家
資
料
館
を
訪
ね
た
国
井
さ
ん
。

「
衣
料
品
を
扱
う
実
家
に
も
、
遠

く
の
方
か
ら
〝
カ
シ
ャ
ン
〞〝
カ
シ

ャ
ン
〞
と
い
う
機
織
り
の
音
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
心
地

良
く
て
ね
。
夜
は
子
守
歌
代
わ
り

に
聞
き
な
が
ら
眠
っ
た
も
の
で

す
」と
幼
少
期
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
中
学
卒
業
と
と
も
に

故
郷
を
離
れ
て
上
京
。
た
ま
に
帰

省
し
て
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
機

織
り
の
音
は
徐
々
に
聞
こ
え
な
く

な
り
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

近
年
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た

海
外
の
安
価
な
生
産
地
の
台
頭
な

ど
に
よ
り
、
山
梨
産
地
の
規
模
は

縮
小
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ

の
中
に
あ
っ
て

も
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た

高
い
技
術
力
を

生
か
し
て
、
こ
の
産
地
で
し
か
で

き
な
い
製
品
を
作
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
会
社
が
複
数
存
在
し
ま
す
。

国
井
さ
ん
は
、
そ
の
一
社
で
富
士

吉
田
市
に
あ
る
「
オ
サ
カ
ベ
」
を

訪
ね
、
社
長
の
刑
部
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

国
井
「
山
梨
産
地
の
一
番
の
悩
み

は
何
で
す
か
？
」

刑
部
「
山
梨
産
地
は
世
界
的
な
有

名
ブ
ラ
ン
ド
の
生
地
を
作
る
な

ど
、
技
術
力
の
高
さ
は
折
り
紙
付

き
で
す
。
し
か
し
、Ｏ
Ｅ
Ｍ（
相
手

先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）
中
心

の
た
め
、
産
地
と
し
て
の
知
名
度

は
ま
だ
ま
だ
低
い
。
産
地
を
活
性

化
す
る
に
は
、
も
っ
と
世
の
中
に

認
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

国
井
「
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
が
、
喫
緊
の
課
題
と
い
う
わ
け

で
す
ね
」

刑
部
「
そ
こ
で
、
若
い
世
代
を
中

心
に
共
同
で
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
た
り
、
海
外
の
展
示
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
意

欲
的
な
動
き
が
起
き
て
い
ま
す
」

国
井
「
そ
れ
は
頼
も
し
い
。
自
分

た
ち
で
工
夫
し
な
が
ら
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
、
産
地
の
名
を
広
め

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
製

品
を
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
」

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
山
梨
産

地
で
作
ら
れ
た
織
物
製
品
が
一
堂

に
展
示
・
販
売
さ
れ
て
い
る
山
梨

県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
。
国
井
さ
ん
は
展
示
さ
れ
て

い
た
「
甲
斐
絹
座
」
の
シ
ル
ク
の

ネ
ク
タ
イ
を
手
に
取
り
、「
織
り

方
が
き
め
細
や
か
で
、
色
合
い
も

美
し
い
」
と
品
質
の
高
さ
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
元
の
織
物
産
業

に
対
し
て
元
気
が
な
い
印
象
が
あ

っ
た
と
い
う
国
井
さ
ん
で
す
が
、

産
地
の
現
状
に
触
れ
て
、「
織
物

の
新
し
い
息
吹
を
感
じ
た
」
と
言

い
ま
す
。

「
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、

自
分
た
ち
の
技
術
に
誇
り
を

持
ち
、
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
地
で
し
か
で

き
な
い
優
れ
た
織
物
を
作

り
、
ど
ん
ど
ん
販
路
を
広
げ

て
産
地
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
織
物
の
技
術
が
次
の
世
代

へ
と
受
け
継
が
れ
、
地
域
が

活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」

１
９
４
９
年
都
留
市
生
ま
れ
。
中
学
時
代
ま
で
同
市
で
過

ご
す
。
東
京
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
73
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
担
当
番
組
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜
挑

戦
者
た
ち
〜
」「
日
曜
美
術
館
」「
食
卓
の
王
様
」
な
ど
。

現
在
は
「
小
さ
な
旅
」
な
ど
に
出
演
。
講
演
会
講
師
や
イ

ベ
ン
ト
の
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

国
井
雅
比
古
さ
ん

富
士
・
東
部
地
域
に
は
織
物
の

新
し
い
息
吹
が
あ
る

織
機
の
音
を
聞
き
な
が
ら

育
っ
た
子
ど
も
時
代

※甲斐絹…主に羽織の裏地に用いられる高級絹織物として、江戸～昭和初
期に一世を風靡した。江戸時代中頃の里歌に「甲州みやげになにもらう
た／郡内しま絹、ほしぶどう」とあり、ブドウとならぶ名物だったこと
がうかがえる。薄手の生地と独特の光沢、さらっとした風合いが特徴。

士
・
東
部
地
域
は
、
全
国
で
も
有
数
の
織
物
産

地
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
「
甲
斐
絹
」
の
産
地
と
し
て
発
展
。

そ
の
高
い
技
術
は
、
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
都
留
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
国
井
さ
ん
が
、
故

郷
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
都

留
市
と
富
士
吉
田
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

富

織
物
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
期
待

喫
緊
の
課
題
は

産
地
の
知
名
度
向
上

ウェブサイト
「甲斐絹ミュージアム」
伝統の甲斐絹について、
詳しく紹介しています。

甲斐絹ミュージアム 検 索

は
た

お
さ
か
べ

富士吉田市の機屋を訪問。高速
で生地を織る織機に興味津々。 富士吉田市のランドマーク

「金鳥居」の前で。

か

い

き

山梨産地ではネクタイをはじめ、ストール・マフラー、傘、座布団・
クッション、服地など多様な製品が生産されています。

郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
富
士
吉
田
市
）

で
は
、地
元
で
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
織
物
製
品
を

手
に
取
り
、そ
の
風
合
い
を
体
感
し
ま
し
た
。

く
に

ま
さ

い

ひ

こ

ふう び
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大
正
10（
１
９
２
１
）年
に
建
て
ら
れ
た
甲
斐
絹
問
屋
を
公
開
し
て
い
る

都
留
市
商
家
資
料
館
。偶
然「
職
場
体
験
」の
授
業
で
来
て
い
た
中
学
生
た

ち
は
、国
井
さ
ん
の
母
校
、都
留
第
一
中
学
校
の
後
輩
で
し
た
。
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術
力
を
生
か
し
て
、
ネ
ク
タ
イ
、

婦
人
服
、
裏
地
、
傘
、
カ
ー
テ
ン
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
・
座
布
団
、
ス
カ
ー

フ
・
ス
ト
ー
ル
、
雑
貨
な
ど
多
様

な
製
品
を
生
産
。
中
で
も
ネ
ク
タ

イ
地
の
生
産
量
は
、
国
産
品
の
４

割
を
占
め
日
本
一
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
国
内
外
の
有
名
ブ

ラ
ン
ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
中
心
で
し
た

が
、
近
年
は
、
各
地
の
織
物
協
同

　

全
国
の
織
物
産
地
の
中
で
、
山

梨
産
地
は
織
物
製
品
の
種
類
の
多

さ
で
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。
産

地
の
特
徴
は
「
先
染
め
・
細
番
手
・

高
密
度
」。
き
め
の
細
か
い
生
地

作
り
や
高
級
な
色
合
い
の
柄
を
得

意
と
し
て
お
り
、
そ
の
高
度
な
技

組
合
や
複
数
の
企
業
が
共
同
で
独

自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
自

ら
製
品
を
開
発
し
販
路
を
開
拓
す

る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
県

で
は
、
国
内
外
で
の
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
富
士
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
新
技
術

や
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
、
品
質
検
査

な
ど
の
技
術
的
な
支
援
を
行
い
、

山
梨
産
地
を
守
り
立
て
て
い
ま

す
。

山
梨
産
地
で
は
、か
つ
て
一
世
を
風
靡
し
た「
甲
斐
絹
」の
生
産

で
培
わ
れ
た
高
い
技
術
力
を
生
か
し
、ネ
ク
タ
イ
や
イ
ン
テ
リ

ア
、婦
人
服
な
ど
、高
品
質
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
製
品

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。近
年
は
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ

（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
生
産
）だ
け
で
な
く
、独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、産
地
の

知
名
度
向
上
と
販
路
拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

独
自
ブ
ラ
ン
ド
で

山
梨
産
地（
　
　
　
）を

世
界
に
発
信富

士・東
部
地
域

の
織
物
産
業

魅
力
あ
る
製
品
を
生
み
出
す

〝
提
案
型
〞産
地
を
目
指
し
て

山梨産地の織物の特徴
先染め…先に糸を染めてから織る方法。後染めにはな

い、深みのある豊かな色合いが表現できる。
細番手…絹をはじめとする、太さが髪の毛の1/3程度

の極細糸を使い、繊細な生地を織り上げる。
高密度…極細糸を1ミリに10本程度の高密度に織るこ

とで、ネクタイ地に代表されるきめの細かい
生地を作る。

「
富
士
山
」の
よ
う
に

世
界
に
知
ら
れ
る
産
地
を

目
指
す「インターテキスタイル

　　　上海2010」に出展

会場となった上海新国際博覧センター

多彩な製品が展示されたブース

多
数
の
来
場
者
が
訪
れ
、

具
体
的
な
商
談
に
至
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

県
の
中
で
も
織
物
産
業
が
最
も

盛
ん
な
の
が
富
士
吉
田
市
で
す
。

富
士
山
麓
の
湧
水
な

ど
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
中
で
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
甲
斐
絹
の
伝
統

に
培
わ
れ
た
高
い
技

術
力
を
生
か
し
て
、

服
地
か
ら
イ
ン
テ
リ

ア
ま
で
、
高
品
質
で

多
種
多
様
な
製
品
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
富
士
吉
田
織

物
協
同
組
合
が
、
平

成
17
年
に
統
一
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
立
ち
上

げ
た
の
が
「
ふ
じ
や

ま
織
」
で
す
。
組
合

で
は
、
服
地
部
門
、
イ
ン
テ
リ
ア

部
門
、
雑
貨
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
国

内
最
大
規
模
の
展
示
会
や
海
外
の

見
本
市
に
ふ
じ
や
ま
織
の
ブ
ラ
ン

ド
で
毎
年
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
「
富
士
山
の
よ
う
に
、
世
界
に

知
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、
富
士
吉
田
織

物
協
同
組
合
理
事
長
の
勝
俣
明
美

さ
ん
。「
ふ
じ
や
ま
織
を
掲
げ
る

こ
と
で
、
名
前
に
引
か
れ
て
ブ
ー

ス
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
が

多
い
」
と
言
い
ま
す
。
出
展
を
重

ね
る
こ
と
で
、
ふ
じ
や
ま
織
の
名

は
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

今
後
は
、
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
を

よ
り
一
層
洗
練
さ
せ
る
こ
と
で
、

販
路
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ふじやま織

富士吉田織物協同
組合理事長の勝俣
明美さん

　今や中国は、織物の世界最大のマー
ケットに成長しています。山梨産地は
中国での販路開拓を目指し、アジア最
大規模の繊維・衣料の見本市「インタ
ーテキスタイル上海」に3年前から出展
しています。
　3回目の挑戦となる今回（10月19
～22日開催）も、若手後継者たちが
出展しました。
　ブースでは、産地の特徴や高い技術
を生かしデザインした製品を展示し、
その魅力をアピールしました。

問い合わせ先
富士吉田織物協同組合　
TEL 0555-22-2164
ふじやま織 検 索

ふ
う
び
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高い技術力を生かして多種多様な製品が生産されています。郡内地域地場産業振興セ
ンターや道の駅　富士吉田で展示・販売しています。
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県
産
繭
を
使
い

現
代
の
技
術
で

「
甲
斐
絹
」を
復
活

　

伝
統
の
甲
斐
絹
を
、現
代
を
生
き
る
人
に
と
っ

て
魅
力
的
な
商
品
へ
昇
華
さ
せ
よ
う
と
、
織
物

職
人
た
ち
が
結
成
し
た
の
が「
甲
斐
絹
座
」で
す
。

　
「
山
梨
産
地
は
、
甲
斐
絹
を
作
っ
て
き
た
歴

史
と
伝
統
技
術
の
蓄
積
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
原
点
に
戻
り
、
山
梨
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
た
製
品
を
作
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
甲
斐
絹
座
社
長
の

前
田
市
郎
さ
ん
。
原
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
山
梨

県
産
の
繭
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

甲
斐
絹
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
最
初
に
製
品
化
し
た
の
が
「
玉
虫
甲
斐

絹
」
で
す
。
異
な
る
色
の
経
糸
と
緯
糸
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
光
や
見
る
角
度
に
よ

っ
て
色
合
い
が
美
し
く
変
化
し
ま
す
。

　

今
後
は
、Ｅ
Ｕ
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
展
開

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

西
桂
町
は
、
富
士
吉
田
市
に
次
い
で

織
物
産
業
が
盛
ん
な
町
。
昭
和
49
年
、

西
桂
織
物
工
業
組
合
の
青
年
組
織
と
し

て
設
立
さ
れ
た
の
が
「
糸
の
音
会
」
で

す
。「
糸
の
音
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、

国
内
最
大
級
の
展
示
会
「
ジ
ャ
パ
ン
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
出
展
し
た
り
、
新

製
品
開
発
の
た
め
の
勉
強
会
を
定
期
的

に
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
「
西
桂
の
製
品
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
他
の
産
地

の
人
と
知
り
合
っ
て
視
野
を
広
げ
て
い

ま
す
」
と
糸
の
音
会
会
長
の
井
上
秀
樹

さ
ん
。
今
後
は
糸
の
音
ブ
ラ
ン
ド
製
品

を
、
糸
の
音
会
で
共
同
開
発
・
販
売
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ先
甲斐絹座
TEL 0555-23-2280

西
桂
町
の
若
手
職
人

た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
て

「
織
物
の
町
」を
ア
ピ
ー
ル

せ
っ
さ
た
く
ま

問い合わせ先
糸の音　
TEL 0555-25-2406

甲斐絹座
か い き ざ

甲斐絹座社長の
前田市郎さん

いと ね

糸の音

糸の音会会長の
井上秀樹さん

　

黒
や
グ
レ
ー
の
地
に
ト
ン
ボ
が
表
現
さ
れ
た

「
阿
吽
蜻
蛉
」
の
製
品
。
山
梨
産
地
の
メ
ー
カ
ー

６
社
の
協
業
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
阿
吽
」
は
万
物
の
本
初
と
終
極
を
表
し
、「
蜻

蛉
」
は
〝
勝
ち
虫
〞
と
呼
ば
れ
て
古
来
、
武
士
が

好
ん
で
使
用
し
た
紋
様
と
さ
れ
、「
男
の
た
め
の

織
物
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
現
代
社
会
で
生
き
る

男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
舟
久
保
勝
さ
ん
は
「
昨

年
６
月
、
父
の
日
に
合
わ
せ
て
都
内
の
デ
パ
ー

ト
で
販
売
し
、
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
」
と
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
品
目
や
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
選
ば
れ

る
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
向
け

に
、
最
高
級
の
生
地
を
企
画
開
発
し
、

販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

「
フ
ジ
フ
ァ
ソ
ネ
」で
す
。メ
ン
バ
ー
は
、

商
社
や
機
屋
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
５

社
。
メ
ン
バ
ー
の
高
山
誠
さ
ん
は
フ
ジ

フ
ァ
ソ
ネ
の
強
み
に
つ
い
て
、「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
や
特
殊
加
工
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
強
み
を
持
っ
た

企
業
が
、
共
同
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス

や
イ
タ
リ
ア
で
独
自
の
展
示
会
を

開
い
て
販
路
を
開
拓
。
現
地
の
有

名
ブ
ラ
ン
ド
に
採
用
さ
れ
る
な

ど
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
度
は
、
初
め
て
中
国
で

も
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
世
界
に
向
け
て
販
路
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ先
財団法人山梨県郡内地域
地場産業振興センター
TEL 0555-24-4406

産
地
特
性
を
生
か
し
た

高
級
服
地
を
、欧
州
の

一
流
ブ
ラ
ン
ド
に
提
案

問い合わせ先
富士吉田商工会議所
TEL 0555-24-7111

阿吽蜻蛉のメンバ
ーの舟久保勝さん

ネ
ク
タ
イ
の
他
、ハ
ン
カ
チ
、カ
ー
ド
ケ
ー
ス
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

高いクオリティーの生地を提案しています。

「
フ
ァ
ソ
ネ
」は「
柄
の
あ
る
織
物
」の

意
味
。特
殊
な
素
材
や
加
工
技
術
な
ど

を
駆
使
し
、常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

生
地
を
開
発・提
案
し
て
い
ま
す
。

阿吽蜻蛉
あ うん とんぼ

フジファソネ

甲斐絹座 検 索検 索

糸の音 検 索

都
内
の
デ
パ
ー
ト
で
も
販
売
が
開
始
さ
れ
た
シ
ル
ク
ス

カ
ー
フ「
マ
ユ
・
カ
プ
セ
ル
」。あ
え
て
シ
ワ
を
出
す
こ

と
で
、玉
虫
甲
斐
絹
の
光
沢
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

甲斐絹座の製品は、鮮やかな色彩の玉虫甲
斐絹が特徴。見る角度によって色の変化を
楽しめます。

阿吽蜻蛉

落ち着いた色合いにトンボの
図柄が映える独特のデザイン

優しい手触りの生地が多い糸の音の製品

フジファソネのメン
バーの高山誠さん

た
て
い
と

よ
こ
い
と

ま
ゆ

モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
男
の
た
め
の
織
物
」

〝
勝
ち
虫
〞ト
ン
ボ
を
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やまなしブランド 独自ブランドで山梨産地を世界に発信

「
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
織
物
製
品
の
開
発
」を
テ
ー
マ

に
、富
士
吉
田
市
の
機
屋
と
東
京
造
形
大
学
テ
キ
ス
タ
イ
ル
専
攻
の
学

生
が
ペ
ア
を
組
ん
で
製
品
開
発
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
名
も「
富
士
山

テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。学
生
の
自
由
な
発
想
と
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
を
、高
い
技
術
を
持
つ
機
屋
が
学
生
と
一
緒
に
製
品
に
仕
上
げ

て
い
く
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

郡内地域地場産業振興センター
営業時間：9時～17時
休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
住所：富士吉田市上吉田2277-3

　郡内地域地場産業振興センターでは、ネクタ
イ、ストール、傘、雑貨など、山梨産地で作られた
織物製品を一堂に集め展示・販売しています。
　さらに、3月からは、富士山テキスタイルプロ
ジェクトで開発した製品などを紹介する「産地織
物展」を開催します。山梨産地から発信する新た
な製品をぜひご覧ください。

山梨産地の織物製品は
こちらで展示・販売しています

お問い合わせ

高
須
賀
活
良
さ
ん
と
田
辺
織
物
の
田
辺
丈

人
さ
ん

さまざまな色のパターンを試作
し、緑とダークグレーの生地で
ケースを作ることにしました。

　
「
田
辺
織
物
さ
ん
が
得
意
と
す
る

金
襴
の
技
術
を
使
っ
て
、
今
風
の
物

を
作
っ
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

金
襴
は
金
糸
や
銀
糸
を
使
っ
た
織
物

の
こ
と
で
、
仏
前
用
の
座
布
団
な
ど

に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。〝
金

属
〞
か
ら
連
想
し
た
の
が
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
基
板
で
す
。
基

板
の
デ
ジ
タ
ル
な
感
じ
を
、
伝
統
の
金

襴
の
技
術
で
表
現
で
き
た
ら
面
白
い
な

と
」（
高
須
賀
活
良
さ
ん
）

　
「
〝
金
襴
＝
仏
間
〞
と
い
う
固
定
さ

れ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
で
き
る
、
面

白
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
」（
田
辺
織
物
・

田
辺
丈
人
さ
ん
）

　
出
来
上
が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
ケ
ー
ス
は

商
品
化
し
販
売
し
て
い
き
た
い
と
、
二

人
は
意
欲
的
で
す
。

宮下織物の宮下靖英さんと渡辺絵美さん
ネイティブアメリカンの幾何学
模様を取り入れたデザイン

基
板
模
様
の
パ
ソ
コ
ン
ケ
ー
ス
を
作
り
た
い

高
須
賀
活
良
さ
ん

座
布
団
な
ど
の
金
襴
織
物
が
得
意

田
辺
織
物

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
柄
の

ド
レ
ス
を
作
り
た
い

渡
辺
絵
美
さ
ん

高
級
ド
レ
ス
生
地
を
手
掛
け
る
宮
下
織
物

か
つ

た
け
ひ
と

ら

　
「
柄
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
の
織
物
に
用
い
ら
れ
る
幾
何
学

模
様
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
最
近
カ
ジ
ュ

ア
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
流
行
し
て
お
り
、

ド
レ
ス
な
ど
の
高
級
な
生
地
に
落
と
し
込

め
た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
糸
や
織

り
方
を
試
行
錯
誤
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
通
り

の
生
地
が
で
き
ま
し
た
」（
渡
辺
絵
美
さ
ん
）

　
「
出
来
上
が
っ
た
生
地
を
、
う
ち
の
お

客
さ
ん
に
見
せ
る
と
評
判
が
い

い
。
出
展
し
た
上
海
の
見
本
市
で

も
、
商
談
に
向
け
た
問
い
合
わ
せ

が
数
件
あ
り
ま
し
た
」（
宮
下
織

物
・
宮
下
靖
英
さ
ん
）

　
今
回
は
ほ
と
ん
ど
自
分
で
織
機

を
動
か
し
て
い
る
と
い
う
渡
辺
さ

ん
。
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

本物の基板にそっくりの生地が
出来上がりました。（下は本物
の基板）

「風合いに気を配った」という生地はシル
クとポリエステルの交織（こうしょく）

「雨と風景」を版画風にデザインした、
ほぐし織りのストール

版画風の図柄を、絣調の格調高い
風合いが出るほぐし織りで表現

版
画
風
の
デ
ザ
イ
ン
を

ほ
ぐ
し
織
り
で
表
現

井
野
若
菜
さ
ん

伝
統
の
ほ
ぐ
し
織
り
を
受
け
継
ぐ
舟
久
保
織
物

　
「
ほ
ぐ
し
織
り
の
特
徴
で
あ
る
絣
調
の

鮮
や
か
な
絵
柄
と
格
調
高
い
風
合
い
を
生

か
し
、
傘
と
ス
ト
ー
ル
の
図
柄
を
作
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
『
雨
と
風
景
』。
版
画

風
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
、
ど
こ
か
懐
か

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に

し
ま
し
た
」（
井
野
若
菜
さ
ん
）

　
「
ほ
ぐ
し
織
り
は
先
に
経
糸
だ
け
に
絵

柄
を
染
め
て
か
ら
織
り
上
げ
る
技
法
で
、

深
み
の
あ
る
色
合
い
を
表
現
で
き
ま
す
。

井
野
さ
ん
の
版
画
風
の
図
柄
は
、
こ
ん
な

発
想
も
あ
る
の
か
と
新
鮮
に
感
じ
ま
し

た
」（
舟
久
保
織
物
・
舟
久
保
勝
さ
ん
）

　
今
後
二
人
は
、
３
月
の
産
地
織
物
展
に

向
け
て
、
ほ
ぐ
し
織
り
を
駆
使
し
た
生
地

で
、
傘
と
ス
ト
ー
ル
を
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。

舟久保織物の舟久保勝さんと井野若菜さん

TEL 0555-24-4406
郡内地場産センター 検 索

き
ん
ら
ん

学
生
と
機
屋
の
コ
ラ
ボ
で

斬
新
な
織
物
製
品
を
開
発

は
た

や

富士山
テキスタイル
プロジェクト

や
す
ひ
で

じ やまふ

か
す
り

た
て
い
と

至山中湖

至河口湖

R138

富士山レーダードーム館
富士吉田道の駅
ふじやまビール

R139

河口湖I.C河口湖I.C

パインズ
パーク

歴史民俗
博物館

浅間神社

金鳥居 富士吉田駅

富士急
ハイランド

東富士五湖道路

中央道

富士急行線

市役所

富士急行線

市役所

昭和通り本町通り

郡内地域地場
産業振興センター
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